













した（AL は 2018 年度より 2 回目）。
2．研究方法
2.1　読解力テスト（Reading Skill Test、以下 RST）の実施による現状把握
　「（一社）教育のための科学研究所の RST」を用いて、より標準的な方法でリーディングス
キル（以下 RS）の測定を行い、他校受験者のとの RS 比較も行った。受験者 78 名。
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　2019 年度は RST 受験初回ということもあり、希望者には全て受験を許可した。次回以降は
サンプルのコントロールを行うことが必要となる。
（2）学生の読解力に応じた教授法の必要
　既に一定の読解力を身につけた学生も入学しており、語彙力の水準を意識した教授法を開発
する必要がある。
（3）指標間の関係の明確化
　新井達によるモデルは段階モデルでもなければ、相互の指標の関係についても明確ではない。
一定の読解力を身につけた学生の場合、どのような指標の関係あるいは複合が見られるのか分
析が必要となる。
（4）読解力教授法の新たな開発
　先の情報を踏まえ、新たな読解力教授法を構成的に構築する必要がある。
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